
　バンクーバーでのカナダ西部林産試験場訪問のあ

と，アメリカ西準岸を北から南へ下る訪問コースを予

定し，最初の訪問地であるユージンへ向った。ユージ

ンの街はオレゴン州では比較的大きな街で，人口4万

程度の静かな落着いた小都市であった。

　34．ジョージア・パシフィック社合板工場訪問

　ユージンの街はずれのジョージア・パシフィック社

合板工場にReeve工場長を訪ねると，大きなクリスマ

ス・ツリーの前に座った受付嬢は，心よく私を工場長

室へ案内してくれた。一通りの我々の機関や仕事の説

明をしたあと，とくに公設試験機関であることを少し

念入りに力説した。保存関係の研究内容なども興味を

もったようなので説明した。Reeve氏は一緒に私の説

明を聞いていたエンジニアのGamble氏とつぎのよ

うなことを説明してくれた。

　同社はオレゴン州を中心にカリフォルニア州，ワシ

ントン州を含め紙パルプ3工場，パーティクル1工

場，合板，製材5工場，接着剤1工場などをもち，こ

のユージン工場は針葉樹合板の主力生産工場とのこと

であった。また，同社は米国の難燃合板生産会社のう

ち，U．Sプライウッド社，ウェアハウザー社に次ぎ第

3位を占め，とくに米国の年産約2，000万平方呎に達

する難燃合板生産量の約70％を占める針葉樹難燃合板

の大手生産会社の一つとのことであった。

　難燃合板の高度処理のものは，加圧注入処理業者に

よって難燃薬剤を注入されたものを台板合板として生

産される1/2″～3/4″厚のものであるが，最近需要が高

まっているモビールホーム用難燃合板は難燃要求度が

低く（アンダーライター試験 ClassⅢ），このものは

厚みも1/4′(内装)～3/8″(外装)であり，エンボス

加工の上に塗装仕上げしただけのダグラス合板または

これに1/20″程度のマホガニー化粧単板が貼られた合

板の何れも無処理のもので合格している。ただし比率

的には，前者の加圧注入処理の厚物合板が全米で使わ

れる難燃合板全体の90％近くを占めている。ClassⅢ

は規格上は展炎性200以下のほかに発熱指数（FC

I）125以下，煙濃度指数（SDI）200以下も基準値

とされているが，現在はこのうちの展炎性が最も重視

されている。1/4″厚（4×8サイズ）のFOB価格が

通常3ドル20セントであるが，これらの接着剤として

は尿素，メラミン配合のものが使われ，さらに高度難

燃のものは45％水溶性フェノールに血粉，クルミ他の

充填剤を混ぜた接着剤を使っている。表面塗装は通常

アルキッド糸，ウレタン系が多いが，外装用にはラテ

ックス系が用いられる。発泡性防火塗料を用い基材厚

を下げる場合，表面の平滑性に問題がおきやすく，プ

ライマー処理が必要となると思う。ロックウールシー

トを化粧単板との間に用いることも高度処理効果をあ

げうる一つであるが，材料性能の点からの配慮が必要

である。このほか，防火扉についても伺ったが，内容

的には東部で聞いたのとあまり変りなかった。

　Gamble氏の案内で工場を見学したが，東部の広葉

樹合板工場とは随分違った雰囲気であった。すべての

流れが量産に集中しており，貯木池の中で定尺に切断

された原木がコンペアで引上げられ，剣皮用と単板切

削用の2段のロータリーレースにかけられるが，毎分

80～100沢のスライス・スピードとのことであった。

連続ドライヤーを出た単板は，切断ののち回転する円

盤状の選別機（写真38）にのりー周するうちに四方に大
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別され，夫々の工程へ運ばれていた。接着工程に設備

された接着剤の洗液処理装置は，含まれるホルマリン

の酸度を石灰で下げ，スラッジセパレターを通したの

ち廃棄する形のもので，鋸屑の目づまりをなくすため

必要により蒸気が逆ブローできるようになっていた。

　エンボス加工は，径45cm位のステンレス製の母型

を彫ったロール（写真39）を通すことによって簡単に

型押しされ，そのあと塗装工程へ流され，最初Ⅴ溝部

を車型の幅狭いロールで塗装したあと全体を塗装する

形であったが，塗装スピードは毎分8呎×18～20パネ

ル（枚）とのことであった。塗膜乾燥は150～170°F

にコントロールした赤外線ドライヤーを通していたが

，長さは1段目が80呎，2段目が60呎とのことだっ

た。日産，20，000枚の合板を生産するという当工場

は，すべてがスピーディに稼動していた。このあと事

務所に戻り，JIS規格と難燃性能を比較するための

サンプル合板やパンフレットをいただいたのち，すっ

かり打ちとけたGamble氏に送られ，ホテルに戻っ

た。

　35．J．Hバクスター社注入工場訪問

　ユージンに着いての2日目は，コッパース社と共に

アメリカの2大注入処理会社（難燃加工）であるバク

スター社のユージン注入工場を訪問した。

　見るからに好人物のMartin工場長は，心よく私を

迎えてくれた。工場を案内する前に，充分時間がある

のでゆっくり話合い度いとのことであったので，下手

な英語を気にしながら，前日のジョージア・パシフィ

ック社での説明以上に詳しい説明を続けた。ヨーロッ

パの研究機関を廻ったときに使った保存事情の具体的

な質問も含めて，思い切り話かけてみた。汗を流しな

がらの私の説明と質問を聞きとったMartin氏は，米

国の西海岸の木材事情から丁寧に話してくれた。

　カスケード，ロッキーを挟んでの気候の相違とこれ

からくる針葉樹の分布・生長の相違，伐採時期の相違

などと注入性の相違についての関連を説明してくれた

が，これらは私の質問の1つの同一樹種（例，ダグラ

スファー）の注入性の相違についての解答であった。

　ダグラスファーの丸太は辺材含水率が平均135～200

％（心材は約35％）と高く，このため良好な浸潤をさ

せるには，乾期の4～6月（関係温度15～20％）でも

2～3ヶ月のシーズニングを行なった方が良い。ま

た，3/4″厚の合板は，平方吋100～120ポンドの加圧下

で1～3時間注入する。2″×4″の板材は，通常同じ

条件で15～18mm厚の浸潤をするが，時には24時間の

注入を行なっても1～2mmに止まることもある。一

方，ワシントン州に多いウェスタンレッドシダーなど

の柾板（10～12mm厚）の難燃処理は，通常，100～

120ポンドの加圧下で6時間の加圧注入により行なう

とのことであった。

　アメリカで現在使われている木材保存処理（防腐，

防火）薬剤の種類とその順位は，つぎのようである。

  1．クレオソート油（防腐）

　2．クレオソート重油混合物（防腐）

　3．PCP油剤（防腐）

　4．ACA（ケモナイト）（防腐）

　5．パイレソート（防火）

　6．Non－Com（防火）
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　7．クレオソート軽重油混合物（防腐）

　の順であり，注入の対象となる製材品と合板の比は

略 5々：1である。5位のパイレソートは構造用合板

の難燃処理などに通常15％液で使用されるが，6位の

コッパース社が開発した屋外用の柾板難燃処理薬剤の

Non－Comは，効果が高い反面，30～40％の高濃度液

の使用を必要とし，しかも圧入後，熱処理（キュア）

などの必要からコストが極めて高くなる欠点をもって

いる。従って，難燃処理によるコスト増は15～50％に

達するとのことであった。

　合板でアンダーライター展炎性Class I（展炎25以

下，発熱20以下，発煙極めて小）に合格するものは，

13～19mm厚の注入合板と無機材料の複合でつくら

れ，ClassⅡのものは9mm厚以上の注入合板でつく

られるとのことだった。

　このあと，工場内を見学したが，広い敷地内に油性

防腐処理用2基，難燃加工，水溶性防腐処理用各1基

の大型注薬缶（径72″～96″，長46′～156′）が設置さ

れ，稼動していた（写真40）。大型の枕木の木口割れ

防止には，日本のようにリング状の止め具を使わずス

クリューボルトが使用されており（写真41），リング

状のものより効果が大きいとのことだった。

　難燃加工品には，屋根柾，厚物合板，合板パネル，

集成柱（中央が4角に抜けた形に集成）などがあった

が，これらの注入後の乾燥には天然ガス利用の乾燥室

を使用していた。これらの処理材をみると，パイレソ

ート処理のものはパネル表面に真白な薬剤が析出し，

Non：Com処理材は赤褐色に変色し，ACA処理材は

鮮やかな緑青色に帯色していたが，いずれもユーザー

からのクレームが全くないとのことであった。

　工場内には2本の引込線が入っており，結束された

難燃柾板は小型リフトで直接有蓋貨車の中まで運び込

まれていたし，電柱や枕木などは予め犬釘取付部など

をプレカットしたのち，クレーンで積込まれていた。

ウェアハウザー社の委託加工品などは，既に同社の包

装をここで済ませ直接ユーザーへ送り込むようにして

いた。

　夕方，Martin工場長自身，私を空港まで見送って

くださったが，休暇に入った学生と一部の航空会社の

年末ストで大混雑のユージン空港に2時間近くも私と

一緒に並び，飛行機のタラップで手を振る瞬間まで見

届けてくださったのには感激した。

　36．カリフォルニヤ大学林産研究所など

　サンフランシスコに着いた翌日，市郊外のバークレ

ィにあるアメリカ農務省南太平洋試験所にBroido氏

を訪ねた。

　同氏は，木材の熱分解に関する動力学的考祭をやっ

ていた1人であり，この関係ではTang氏とともに是

非会いたかった1人であった。いろいろと基礎研究の

難かしさについて話合ったが，彼の終始変らぬハッタ

リのない真筆で嫌虚な態度は，手紙などで想像してい

た通りであった（写真42）。熱分解の基礎的な結果と

実際的な材料の難燃性能（規格性能など）の相関，夫

々の意義などについての意見をもとめたところ，ヨー

ロッパを含めた8ヶ国の公設試験機関で木材，プラス

チック，繊維など24の共通比較試験片を用い，夫々の

国の性能試験法にかけ比較（未発表）したところ，可
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成り結果の交錯があり，とくに炭化速度，発煙量など

は形状による影響が試験法によって可成り相違し，

A，Bの結果が逆

にでることすらあ

ったとのことであ

った。基礎研究に

よるスクリーニン

グ（薬剤などの選

択）と実用処理試

験は夫々の意味で

充分必要なことを

確認しあえたように思えた。午後，サンフランシスコ

市内でのクリスマスパーティに出席するSpencer副所

長からの再三の電話に催促されながらも，Briodo氏は

この結論が出るまで私との対話を続けた。

　このあと，Spencer夫妻に送られ，カリフォルニヤ

大学林産研究所のArganbright氏を訪ねた。彼の専

攻はTimber physicsであり，この面からの乾燥，注

入処理などを研究の対象としており，とくに新しい防

腐処理法としてのセロン法の開発研究をコッパース社

と手がけたのも，比較的分子半径の大きい PCP分子

が液化ブタン溶媒を通じ木材中を移動する易動度に興

味をもったためで，辺材は勿論，一部の心材にも拡散

し，ダグラスファーでも全体の細胞膜の18～35％にP

CPが存在することを走査型電顕で確認したとのこと

だった。

　このときの注入条件は100～150psiで，注入量はP

CP量として0．6～1．7ポンド/立方呎とのことであっ

た。パイロット試験室（写真43）は溶媒の引火爆発の

危険を避けるため，研究棟から可成り離れたところに

あった。

　ここをみたあと，サンフランシスコ市内へ帰る病理

専攻のWilcox氏に送られ，ホテルヘ戻った。

　37．コッパース社注入工場訪問

　コッパース社注入工場は，サンフランシスコからサ

クラメントを経て，180哩位北上した人口約 5千の小

さなオロビルの街はずれにある。日曜の午後の長距離

バスがオロビルに着いたのは，日没直後だった。古び

た木造 3階建の薄暗いホテルはガランとしており，薄

気味悪かった。翌朝，ひと気のないレストランで1人

で食事をしていた際，完全に西部劇スタイルの中年の

男性が現われ，やにわに私のすぐ横のカウンターに坐

った。東部の無法治状態をくぐり，すっかり憶病にな

っていたためか一瞬どきりとしたが，コーヒーを飲み

に寄った土地の人であった。このとき，急に西部に来

ていることをしみじみ感じた。

　Blankenbeker工場長のボンティアックで椰子の並

木を抜け工場に向ったが，工場は衝から30分以上も走

った全く人里離れた広々とした敷地にあった。

　早速，柾板葺の事務所に案内され，挨拶を交わし

た。このあと，工場を見学することになったが，これ

まで経験のない誓約書に先ずサインするよう要求され

た（写真44）。文面には，工場内で知った内容の一切

の責任をもち，将来，機密漏洩などの問頴が起きた際

も責任をとるといったもので，この上下に工場長と私

が交互にサインをした。カメラやライター（喫煙によ

る事故防止）も事務所に置くよう指示され，昨日まで
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の工場とあまりにも勝手が違うのに戸惑った。

　この工場は，全米最大の注入会社であるコッパース

社の6ケ所の注入処理工場の1つとのことだった。

　電柱材の剥皮にはNelsonバーカー1基が使用され

ていたが，通直なダグラスファーの剥皮は実に能率的

であった。これからでたバークは，高さ10m以上もあ

ると思われる鉄板と金網で囲った円錐型のサイロ状の

燃焼炉2基に交互に積込み，下から点火して何日間か

で燃すという原始的焼却法をとっていた。この野火の

ような煙がオロビル工場のシンボルで，遠くからでも

よく見えるとのことだった。

　注薬設備は，現在大型注薬缶4基（径96″～100″，

長132′）をもち，このうちセロン法2基，クレオソー

ト用1基，難燃用（Non－Com）1基であったが，さら

に難燃用1基を増設中であった。セロン法は引火爆発

性の液化ブタンを使用しており，夏期には可成り高温

になるため，溶剤回収のための凝縮缶，ポンプなども

水冷装置をとりつけ，さらに火気の安全，作業員の保

安のため装置全体を鉄柵で囲み，これらの注薬作業は

遠隔操作できるようになっていた。セロン法の場合，

薬剤の浸透が極めて良好な関係でコスト高ではある

が，需要があるとのことであった。注入後の電柱は，

コンベアに取付けられた温水洗滌機を通し，表面洗滌

されていた。

　枕木処理の工程では，日本で見慣れない特殊な積込

み装置を使っていたが，スケッチは断られた。柾板た

どの難燃処理材は，予め天然ガスを利用した熱風，蒸

気乾燥室で7～10日間予備乾燥を行なったのち，Non

－Com液を圧入し，再びこの乾燥室で熱処理するとの

ことであったが，条件は教えてくれなかった。アンダ

ーライター試験所のDonahue氏に紹介されたコッパー

ス社のGardner氏はオハイオ州のオルビル工場（Oro

ville　とOrrvilleの聞き違い）の方にいるとのこと

で，州を確認しなかった私のミスで難燃処理の詳しい

話は聞けなかったが，Non－Comの内容は，これまで

の訪問先での話から略々想像はできた。

　翌日，サンフランシスコを発ち，今度の旅行の最新

コースであるロスアンゼルスに向った。

　38．ロスアンゼルス・ジェトロ事務所

　ロスアンゼルス空港は年末の旅行者で混雑し，しか

も私のスーツケースがサンフランシスコでの積残しに

あうなどひやりとしたが，出迎えの道商工部出向の中

川氏のはからいで事なきを得た。空港で，これから私

と逆廻りで来春3月まで海外視察を続ける道の研修生

1行6人に会ったが，可成り緊張しており，出発時の

緊張を想い出させた。

　ここで，最後の訪問先として予定していたサンディ

エゴの難燃合板工場は，クリスマス休暇のため，見学

を断わってきているとのことであった。

　翌日，ジェトロ事務所に出向いて，農水産担当の川

崎氏ともいろいろ相談してみたが，クリスマスシーズ

ンに入ると一斉に休暇をとる関係上，緊急用務以外は

ほとんど受付けない状態になるのが普通とのことで，

ほかに当って貰った2ヶ所のプレハヴ工場も，案の定，

見学を断られた。中川氏のはからいで日本商社の河原

氏から難燃合板事情について伺えたほかは，ロスアン

ゼルスでの調査は時期的に不可能な状態であった。

　河原氏によれば，難燃合板需要が高まるだろうとい

う憶測は，ここ二，三年来次第に高まってきている

が，今の処判っきりした商取引が成立していないとの

ことであった。

　出発前，当時の黒田場長から指示のあったベニヤド

ライヤー排気ガスとその対策についての調査資料は，

米国合板協会（タコマ）が持っていることをカリフォ

ルニヤ大学の　Argenbright氏から聞いていたので，

ここへの送付依頼状（帰国後 Erb氏より資料を得

た）やマジソン，カナダ林産試への追加質問状などを

秘書にタイプしていただいたあと，中川氏にリトル・

トウキョウの案内をお願いして帰国準備をすすめた。

この晩は，久し振りの日本食で最後の晩餐を祝った。

　翌日，日航ジャンボ記で雨のロサンゼルスを発ち，

長いようで短かった3ヶ月の調査施行（IRG会議で含

め62カ所訪問）の幕を閉じた。

　最後に，これまで紹介した民間以外の木材保存関係

（防腐，防虫，防火）の主な研究指導機関の名称（カ

ッコ内は住所）を掲げて本稿を終りたいと思う。



欧米における木材保存研究事情調査旅行記 （完）

（ フ ィ ン ラ ン ド ）

1 ． エ業試験場木材保存研究所（H elsin k i 18，L o n n ro fin k ．

3 7 ）

V a ltio n Teknillinen Tukimuslaitos

L a h o s u o Ja u S l a b o r a t o r io

2・ 木 材 保存 協会 （H e lsin k i lO ， F r ed rik in k ．6 1）

L a IlO n t O r iu n t a y Ild is t y s－R o ts k y d d s f D r e n in g e n

3 ． ノ ル デ ィ ック木材 保 存協 会 （ib id）

N o rd ic Wood Preservation Council（NWPC）

4 ． 林業試験場（H e ls in k i 17，U n io n in k ．40 A ）

M etsa n tu tk im u s la ito s

（ ス エ ー デ ン ）

5 ． 林産試験場（S t o c k b o lm O，Drottning Kristinas

V ag 53）

S v e n sk a Traforskningsinstitutet（STFI）

6 ． 材料試験場（S to c k h o lm O，Drottning Kristinas

V ag 3 1）

S t a t e n s Provningsanstalt（SP）

7 ． エ業試験場（S to c k IlO lm O．Drottning Kristinas）

S t a t e n s tekniska forskningsanstalt

（ イ ギ リ ス ）

8 ． 林産試験場（P rin c e s Risborough，Aylesbury，

B u c k s ．）

F o r e s t Products Research Laboratory（Building

R e s e a r c h Establishment Princes Risborough

L a b o ra to r y と改 名）

9 ． 林産 研 究普 及 協会 試 験所 （H 咽 h en d e n Valley，High

W■ycombe，Bucks．）

T im b er Research and Development Association

（ T R A D A ）

1 0 ． 木 材保 存協 会 （6 S o u th a m p to n P la ce ，L o n d o n W C l）

B ritish Wood Preserving Association（BWPA）

1 1． 火災 研 究所 （B o re h a m W o od，N R ． E Is tre e，H e rts．

F ir e Research Station（Joint Fire Research

O r g a n iza t io n ）

（ フ ラ ン ス ）

1 2． 木 材中 央研 究所 （S a inトM a n d e，7 5 P a r is 12 em e）

C e n tr e Tecbnique du Bois（CTB）

1 3． 熱 帯林 業 中央 研 究所 （9 4－N og e n t」S u r－M ar n e）

C e n tr e Technique Forestier Tropical

（ C T F T ） 12， 13 を含 めた 略 称（ C T B F ）

1 4 ． 建 築 科学 セ ン タr 火 災研 究 所 （R e c te u r Poincare，75）

P a r is 1 6 e m e ）

C e m t r e Scientifique et Technique du Batiment

（ C S T B ） L ab o r a to ir e du Feu

1 5． 消防研究所（77 C h a m p s－S u r－M a rn e）

S t a t i o n d′Essais－Laboratoire du Feu（STELF）

（ イ タ リア ）

1 6． 木材試験場（5 0133 F ire n z e）

I n s t i t u t o delLegno

（ オ ー ス ヤ リア ）

1 7． 林産試験場（A r se n a l， 1030 W ie n 工）

O s te rr eic h is ch e HoIzforschungsinstitut

（ ス イ ス ）

1 8． 材料試験所（9 00，S t－G a lle n S）

M a t e r ia l P r u f u n g s undヽ′ersuchs Anstalt

（ ド イ ツ ）

1 9． 材料 試験 所 （ 1 B e rlin 45 D a h lem ）

B u n d e sa n sta lt fur Materialprufung（BAM）

2 0． 林 業林 産 試験 場 （20 5 H a m b u rg 80）

B u n d e sf or sh u n g s a n sta lt fur Forsトund

H o I z w i r t s c h a f ヒ

2 1． 林産 研 究所（8 M u n ich 13）

I n stitu t fur HoIzforschung und HoIztechnik

（ デ ン マ ー ク）

2 2． エ業試験場（K P b e n h a v n －／．H ag e m a n n sg ad e 2）

T e k Il O lo g is k I n s t i t u t

2 3． 材 料試 験 所（K ¢b en h av n S ，A m a g e r BoulevardlO8）

S tat sp r ¢v ea n st a lte n

（ オ ラ ンダ ）

2 4． 林産 試 験場 （ D e lft， P o s tb u s 151）

H o u tin stitu u t TNO（工oegepast旦atuurweten

S C h a p p e lijk 9 n d er z o ek ）

2 5． 防 火試 験 セ ン ター （D elft，P os tb u s 4 9）

C e n tr u m voor brandveiligheid TNO

（ ア メ リ カ ）

2 6 ． 木 材保 存 協会 （W a s h in g to n ，D ．C ．200 06 ）

A m e r ic a n Wood Preservers Association

（ A W P A ）

2 7 ． 木 材 保存 協会 研 究所 （Ⅵ c le a n ，V ir g in ia 22 101）

A m er ica n Wood PreserversInstitute

2 8． 広 葉1封合 板 協会 （A r lin g to n ，V irg in ia 22 206）

H a rd w o o d Plywood Manufacturers Associati（）n

（ H P M A ）

2 9． 林産試験場（M a d iso n 5，W isc o n sin 5 37 05）

U ．S ． D e p t ． o f Agr．For3St Service，Forest

P r o d u c t s Laboratory

3 0． ア ンダ ー ライタ ー試験 所 （N o rth b r o o k ，Illin o is

6 0 0 6 2 ）

U n d e r w r i t e r s ′ L a b o r a t o r i e s ， I n c

3 1． 南 西部 林産 試 験場 （B er k e le y ，C a lifo ln ia 947 0 1）

P a c if i c Southwest Forest and Range

E x p e r i m e n t Station

（ カ ナダ）

3 2． 林産試験場（O tta w a 7，O n t

E a s t e r n Forest Products

3 3． 林産 試 験 場（V a n c o u v e r 8，

W e ste rn Forest Products

．）

L a b o r a t o r y

B ．C ．）

L a b o r a t o r y

3 4． 農務 省 研究所 （V in e la n d ，N ia g ar a Peninsula，

O n t．）

R e s e a r c h Station of Camada Dept．of

A g r icu ltu r e
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